
長
崎
家
言
岡
市
）
の
資
料
は
、
長
崎
家
各
代
の
蒐
集
に
か
か
る
、
豊
か
な
資
料
群
を
形
成
し
て
い
る
。

１
未
刊
・
既
刊
の
医
書
約
二
○
○
点
（
浩
斎
蒐
集
蘭
方
医
書
多
数
を
含
む
）

２
来
翰
の
う
ち
で
は
大
槻
玄
沢
書
翰
が
光
彩
を
放
っ
て
い
る
。
玄
沢
書
翰
が
こ
れ
ほ
ど
ま
と
ま
っ
て
発
見
・
解
読
・
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は

な
い
。
一
大
新
資
料
群
で
あ
る
。
そ
の
話
題
は
多
岐
に
わ
た
り
、
藺
学
界
を
中
心
と
す
る
、
江
戸
と
北
陸
の
動
向
・
交
流
は
注
目
に
値
す

る
。
藺
学
塾
に
お
け
る
師
弟
関
係
、
江
戸
と
地
方
、
な
ど
を
考
察
す
る
好
例
と
な
り
得
る
。

３
長
崎
浩
斎
の
江
戸
遊
学
関
係
資
料
、
そ
の
後
の
著
書
・
備
忘
記
事
は
、
閏
学
書
生
が
み
せ
る
江
戸
遊
学
の
実
況
と
、
そ
の
後
出
身
地
に

戻
っ
て
か
ら
の
成
果
・
発
展
の
具
体
的
好
例
と
い
い
得
る
。
芝
藺
堂
と
天
真
楼
と
い
う
、
江
戸
藺
学
界
の
中
心
的
藺
学
塾
に
お
け
る
人
的

関
係
・
教
科
内
容
・
そ
の
程
度
と
進
度
な
ど
、
具
体
的
に
語
っ
て
い
て
注
目
に
値
す
る
。

４
「
蘭
学
事
始
』
「
藺
東
事
始
』
を
め
ぐ
る
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
諸
問
題
に
対
す
る
新
事
実
の
証
言
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

※
詳
細
な
レ
ジ
ュ
メ
を
準
備
し
よ
う
と
し
た
ら
、
一
言
を
成
す
に
い
た
っ
た
。
大
会
当
日
ま
で
に
次
の
害
の
刊
行
を
予
定
し
て
い
る
。
主
要
資
料
を

収
録
、
往
復
書
翰
の
全
部
を
解
読
・
解
説
し
て
収
載
、
ス
ラ
イ
ド
に
か
わ
る
写
真
・
挿
図
も
多
く
掲
載
し
て
お
い
た
。
手
に
し
て
、
お
聞
き
い
た

『
蘭
学
、
そ
の
江
戸
と
北
陸
１
１
大
槻
玄
沢
と
長
崎
浩
斎
ｌ
』
思
文
閻
出
版
一
九
九
三
年
五
月
刊
（
青
山
学
院
大
学
）

だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

大
槻
玄
沢
と
長
崎
浩
斎

Ｉ
藺
学
、
そ
の
江
戸
と
北
陸
Ｉ

片

桐

一

男
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